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本日の内容

1. 自己紹介

2. 工業技術総合センターの概要と最新
情報

3. 企業支援事例紹介

4. さかきテクノセンターのトピックス

5. まとめ
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１．自己紹介

・生年月日：昭和34年（1959年）1月20日（60歳）

・本籍：上田市富士山（塩田平、信州の鎌倉、別所温泉）

・現住所：同上

・家族：妻、子3人、母

・趣味：野球、ソフトボール、

（？） ゴルフ、テニス、映画、車 ｅｔｃ

・副業：休日農業

（稲作、麦栽培）
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略歴（S56～H31：３８年間）

・昭和56年3月 信州大学繊維学部卒業

・昭和56年4月 長野県に採用、工業試験場機械金属部に勤務（10年）

・平成 5年4月 工業試験場システム技術部（12年）

・平成17年4月 工業技術総合センター技術連携支援チーム（2年）

・平成19年4月 同 材料技術部門材料化学部（2年）

・平成21年4月 同 環境・情報技術部門（1年）

・平成22年4月 同 精密・電子技術部門加工部長（3年）

・平成25年4月 同 材料技術部門材料化学部長（2年）

・平成27年4月 同 技術連携部門長（1年）

・平成28年4月 同 環境・情報技術部門長(2年)

・平成30年4月 同 所長（1年）

・平成31年4月 (公財)さかきテクノセンター長 現在に至る

専門分野 学協会
・塑性加工、精密測定、数値解析CAE ・日本塑性加工学会

・精密工学会 4



２．工業技術総合センターの概要

と最新情報
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使命

技術支援を通じて企業・県民・社会に貢献すること



工技センターの業務

基本業務１（緊急・日常的課題解決）
技術相談、依頼試験、施設利用、情報提供など

基本業務２（中長期的 Ｒ&Ｄ）
研究開発（特別、共同、提案公募など）、人材育成

経営資源：
職員、設備、研究費

長野県製造業の得意分野に立脚した
イノベーション創出

重点事業（戦略プランに基づく成長産業創出）
IoTデバイス事業化促進、食品産業競争力向上
基盤技術力強化支援、航空機産業、地域資源、・・・

工技センターの役割
－信州をけん引するものづくり産業の振興－

連携・橋渡し：産業支援機関
大学／国研、他県公設試、金融
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工技センターの組織

所長<技1> 次長 ★ 技術連携部門 <技5>（長野市）
総合企画調整、部門間及び産学官の連携推進

総務部門（長野市）
センターの管理・運営

創業支援ｾﾝﾀｰ<技1>

長
野

松
本

岡
谷

航空機産業支援サテライト（飯田市）

★ 材料技術部門 <技28> （長野市）
工業材料の分析・評価、３Dものづくり（最適化設計等）、動的性能評価

★ 精密・電子・航空技術部門 <技35> （岡谷市）
精密測定、精密加工、化学分析・表面処理、EMC技術・精密電気測定

★ 環境・情報技術部門 <技17> （松本市）
システム化、環境関連、地域資源製品開発支援

★ 食品技術部門 <技16> （長野市）
発酵食品の製造開発・試作加工、食品の分析・評価

地域資源製品開
発支援センター

しあわせ信州
食品開発センター

H13 H14 H9

H29

H27

H20

総職員数：125名
技術職員数：103名

(管理職含) (H31.4.1)

H17 試験場→センター化
の際に創設

H30※ 環境・情報技術部門に「IoTデバイス事業化・開発センター」

外部評価委員会長野県産業労働部
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工技センターの業務

外部機関

大学

研究機関

他県公設試

商工支援団体

企 業

金融機関

他

技術相談（無料）
20,817件

件数：H30度実績

地 域 企 業

依頼試験（有料）
30,133件

施設利用（有料）
13,381件

研究開発
110件

連携

人材育成
産業人材育成推進モデル
事業技術講座・技能検定、

講習会、研究会、他

緊急課題
解決

中長期的
R&D
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工技センターの使い方

• 困ったら、まず電話・メール

• 電話・メール・来所で相談 ⇒技術相談
• 現地へ出張して相談 ⇒現地技術相談

• 職員による測定・評価 ⇒依頼試験
• センター設備の利用 ⇒設備利用

• 研究を委託する ⇒受託研究等

（無料）

（有料）
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技術相談

区分 29年度 30年度

一般 18,053 件 19,624 件

現地 1,404 件 1,193 件

合計 19,457 件 20,817 件

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H26 H27 H28 H29 H30

件
数

年 度

一般 現地
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【支援内容】
・工作機械の異常停止を監視するIoTシ
ステムを構築
・異常停止を検出すると、直ちにE-mail
で担当者に通報

「IoT技術による工作機械の監視システム構築」 【環境】

技術相談（事例）

【企業の課題】
終夜稼働の工作機械が加工中に異常停止すると、生産計画に遅れが生じてしまう。

〔異常停止〕 赤色灯点灯
↓

照度センサで点灯を検出

【成果】
・工作機械の異常停止を即座に検知
するこ可能になり、生産遅延の短縮に
繋がった。

監視灯

センサデータ
読込

データ転送

センサデータ
収集部

〔工作装置毎に設置〕

データ集約
ネット処理

・灯点・消灯の判定
・メールの送信
・取得データの保存､等

E
〔異常時〕

メール通報
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金
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万
円

)

件
数

年 度

依頼試験 施設利用 金額

依頼試験・施設利用

区分
29年度 30年度

件数 金額 件数 金額

依頼試験 29,172 件 129,826 千円 30,133 件 124,817 千円

施設利用 12,598 件 44,264 千円 13,381 件 44,708 千円

合計 41,770 件 174,090 千円 43,514 件 169,525 千円
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射出成形機用産業ロボットの開発を支援

構造強度解析試験をして、軽量化と開発期間の短縮を支援

軽量化：６８０ｋｇ→４７３ｋｇ
（３０%減）

開発期間短縮：１０ヶ月→４ヶ月
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依頼試験（事例１）



Step1 現状の把握 Step2 Step3

現行品の状態（応力、
変形量）などの解析

設計及び解析

結果を基に新機種の
設計と解析

新機種の製造
加工精度のチェック

三次元CADによる
部品の作製

機構解析による関
節に働く力

有限要素法による
応力、変形量の解析

摩擦 大

関節に働く力

依頼試験（事例２）
新しいモールドプレス機の開発を支援
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依頼試験
30,133件

設備利用
13,381件

経常研究
シーズ創出

職員の発案を重視
(H30:55件、ゼロ予算)

共同研究
企業共通課題の解決

(10件、双方で資金負担)

提案公募型の研究
国等の支援策に沿って提案
企業との共同や受託研究
（14件、外部資金を獲得）

技術相談
20,817件

特別研究
シーズ発展

提案を外部審査
(H30:３件、計400万円)

地域企業
生産、品質管理、研究・開発

企業の共通的な課題を抽出

工技センター内部の研究

個別企業の
技術課題

受託研究
企業個別課題の解決
（31件、企業資金）

技術蓄積

研究開発業務
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工技センター主要事業の紹介

① 航空機産業支援事業
航空機産業への参入を目指す企業を支援

② 基盤技術力強化支援事業
中小企業の提案力を強化するため研究開発を体験

③ 地域資源製品開発支援センター
売れる製品づくりのため商品企画やデザインを支援

④ しあわせ信州食品開発センター
各種の食品加工装置を設備し食品開発を支援
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①．航空機産業支援事業
平成28年5月、長野県は「長野県航空機産業振興ビジョン」を策定
飯田下伊那地域に航空機産業の拠点を整備･強化 ⇒ 全県へ波及

①精密･電子技術部門を「精密･電子･航空技術部門」へ名称変更
②飯田市に航空機産業支援サテライトを設置 （平成29年４月）

 センターの職員が常駐

 地域企業の課題解決支援、共同研究、国機関との橋渡し

 同じ施設内（飯田工業高校跡地）に在中する関連機関と連携

信州大学航空機システム共同講座、

(公財)南信州･飯田産業センターの航空機関連試験設備（氷結試験機）

航空機産業を支援する主な試験評価機器（岡谷市、長野市）

難加工材切削特性評価装置

フライス加工の切削性評価

高精度サーボ式プレス特性評価装置

塑性加工の加工性評価

サーマルデバイス評価装置

製品の熱評価・熱設計

高加速寿命試験機（HALT）

破壊に至る製品強度試験
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航空機産業中核企業育成事業

対象者 航空機産業への参入を目指す企業
目 的 技術力があり地域の中核となる企業の育成

・航空機産業に意欲のある企業を募集
・航空機の基礎知識や装備品、品質に
関する要求等の勉強会

・加工に関するセミナーを開催
・航空機関連メーカへバス見学会(1回)
・参加費：無料

【加工トライアル】

航空機部品
加工トライアル企業

発注元企業
航空機システム
メーカー等

図面等の提供

試作品の納品

課題の抽出

支援

県工技センター
・精密加工技術
・精密測定技術
・非破壊評価技術
・化学分析技術
・金属材料技術 等

【グループ研究会】

・仮想受注体験を行う企業を選定
・材料費、治工具の一部を補助
・寸法・外観等の品質評価や、コスト/
納期管理の分析

・受注に向けた技術課題の洗い出し
（レビュー）、マッチングに繋げる
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次世代交通

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ

• 提案型・研究開発型企業の育成

• 自社技術や基盤技術の強化を目指す企業を支援

• 共同研究を通じて研究開発の「企画→実施→試作」を一貫して支援

• 研究会による技術の普及

中小企業者等

の 参 加 募 集

策定
支援

開催

テ ー マ 別

研 究 会

共 同 研 究 の

策 定

共同研究の実施

試 作 ・ 評 価

研究・試
作支援 健康・医療

分野の製品・
部品群の創出

長野県工業技術総合センター

開発ﾃｰﾏ
の提案

提案型・
研究開発型
企業に転換

産 業 界

提案型・研究開発型企業への転換を支援します！

②．基盤技術力強化支援事業
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担当
技術部門

主担当部 テーマ別研究会 【共同研究】

精密・電子
・航空

加工
振動援用による加工技術高度化研究会 【２】

金型情報可視化による生産効率化研究会 【１】

電子 電気計測法によるめっき液の管理技術研究会 【１】

材 料
材料化学 ナノセルロース利活用技術研究会 【２】

設計支援 ３Dデジタル技術研究会 【１】

環境・情報 情報ｼｽﾃﾑ 生産現場IoT技術研究会 【３】

食 品
食品ﾊﾞｲｵ 発酵・長寿食品開発研究会 【１】

加工食品 「NAGANOの食」機能性活用研究会 【２】

基盤技術力強化支援事業（研究会）

テーマ別研究会（８）、共同研究（12）
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■目的
金型情報を可視化することで工具破損検知や工具摩耗予測など、生産効率化に必

要なデータを取得することができる。本研究会では最新のセンサ技術や先行事例な
どに関するセミナや実験を通して技術を学び、企業の基盤技術力強化を支援する。

■活動内容
技術セミナと会員による情報交換会
〇第1回（H30. 7. 5）
「AEセンサの基礎と測定方法」 ㈱エヌエフ回路設計ブロック
「圧電式荷重センサとピエゾボルトの紹介」㈱ヤマナカゴーキン

○第2回（H30. 9.25）
「ひずみゲージ式センサ用小型無線ユニットの紹介」㈱共和電業
「プレス/切削加工向け工程監視システムの紹介」 マーポス㈱

〇第3回（H30.12. 7）
「MTシステムを搭載したPLCの紹介」 ㈱キーエンス

「金型情報可視化に有効なデータ分析技術」 アマノ㈱

■会員企業数 ８社

■共同研究テーマ
「量産加工におけるプレス金型保全に関する研究」（太陽工業㈱）

■担当
精密・電子・航空技術部門 加工部

金型情報可視化による生産効率化研究会



地域資源を活用した高付加価値製品の開発・販売を支援

目的 特色ある地域資源を活用した高付加価値製品群の創出

内容 製品開発の企画段階から販売まで一貫して支援

企業等の相談

製品化提案

総合プロデューサーによる企画から商品化までの監修・支援

新製品開発推進事業 等

「感性価値向上支援の機能強化」

デザイン専門支援員による助言等

構想・企画

製 品 開 発

試作・評価

商品化・発信

「市場ニーズ志向型支援の機
能強化」

・クイックモニタリング
・戦略的ﾏｽｺﾐ活用PR支援「基本価値向上支援の機能

強化」

工技センター各部門との
連携強化による技術支援

地 域 資 源 製 品 開 発 支 援 セ ン タ ー事業

地域資源

を活用した

高付加価値

産業の集積

支援事例

③．地域資源製品開発支援センター事業

戸隠竹細工

ガラスパネルヒーター
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事業の内容

■ 主な支援内容 件数はH29年度実績

・ 商品化の相談 無料 相談790件、商品化支援103件（商品化28件）
・ 専門家による商品化支援 有料（ デザイナー等謝金4万円/回の2/3企業負担） 12件
・ 商品化の研修会支援 専門家の招聘は有料（謝金25,400円/回の2/3グループ負担） 2件
・ 情報発信支援（記者発表等） 無料 9件

■ 連携による支援
・ 製品開発・評価（技術）

センター各部門と連携
・ 販売支援
中小企業振興センター
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事例 地域資源製品開発支援センター

松本スイーツ

パッケージデザイン、販売促進を支援

松本スイーツ 「ミソラサンド」

【支援内容】
・商品コンセプトに基づき、親しみやす
く憶えやすい商品ネーミング
・水玉を基調とし、音符などを配した
ホップ感あるパッケージをデザイン
・各店の商品をわかりやすく紹介した
販売促進用のパンフレット、ポスター
の制作
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④．しあわせ信州食品開発センターによる
食品産業の活性化

テイスティング棟 外観

「NAGANOの食」おいしさモデル評価構築事業

目 的 県産食品の高付加価値化とブランド化の支援のため、
合理的で新たなおいしさの評価・発信モデルの構築

内 容 味覚センサー、におい成分分析装置等の機器分析と
ヒト官能評価を併せた風味評価モデルの構築及びおい
しさ分析シートによるおいしさ指標の見える化を実施
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【支援内容】
・製造技術、表示に関する技術相談
・加圧減圧撹拌試験機、二重釜、瓶詰加工装置等の
機器を利用した試作
・試作加工室において営業許可によるテスト販売用商品
を製造

【成果】
テスト販売、商品化（6次産業化支援）に至る

あんずジャム、シラップ漬けの商品化支援

（６次産業化支援）

しあわせ信州食品開発センター（事例）

原料は千曲市森産のあんず100％を使用し、
商品化
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新生産性向上に資する研究・実証拠点の設置

環境・情報技術部門 食品技術部門

拠点名
AI活用／IoTデバイス
事業化・開発センター

しあわせ信州食品開発センター
機能性食品等開発拠点棟

事業内容
県内企業へのAI/IoT技術の普及拡
大、低エネルギー化への取組を支援

健康食品等に役立つ一貫した試作
開発ラインを有する機能を強化

導入機器
・AI学習用並列コンピュータ
・低エネルギー化環境診断装置
・樹脂粉末積層型３Dプリンタ

・混合乾燥装置 ・粉砕機
・錠剤製造機 ・冷却充填機
・X線顕微鏡 ・クリーンベンチ
・窒素蛋白定量装置
・有機酸分析システム
・表面微細構造観察装置
・微生物培養・保管システム
・大型恒温振とう培養器

平成31年４月に新たな研究・開発拠点が開設
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AI活用／IoTﾃﾞﾊﾞｲｽ事業化・開発ｾﾝﾀｰの概要

AI活用／IoTデバイス事業化・開発センター

【建 物】
工業技術総合センター環境・情報技術部門に設置
鉄骨造１階建 延床 510㎡
県有施設 初のZEB（Zero Energy Building）

【主要設備】
 AI学習用高速コンピュータ
耐熱高強度樹脂粉末積層３Ｄプリンタ
工場等の低エネルギー化支援機器

長野県内企業へのAI／IoT技術の普及拡大、低エネルギー化への取組を支援

強化される機能

【AI活用支援】
ビックデータを活用した先進的な生産技術等の
普及による生産性向上支援

【IoTデバイス開発支援】
耐熱高強度樹脂粉末積層３Dプリンタによる
IoTセンサデバイス等の開発支援（医療福祉、
航空機、自動車部品等の分野）

【工場等の低エネルギー化支援】
工場内の各種設備のエネルギー使用状況を
「見える化」し､工場全体での低エネルギー化を
支援

建物内で使用する電力を
自然エネルギーで賄います！

28



【概要】
■ 県内企業がIoT分野へ参入するための事業

化等支援、及びIoT・AIを用いたデータの収集・
解析による生産現場のIoT化支援。

【IoTデバイス事業化開発センター】

【生産現場IoT化支援事業】
県内製造業の生産性向上のため生産現場へのIoT技術

の普及を進める。

IoTデバイス事業化・開発センター事業

AI学習用並列処理
コンピュータ

学習

画像

判断良

不

良

良

不

【製品サンプル】

学習済み
モデル

良

【概要】
■ ビックデータを活用した先進的な生産技術等

の普及による生産性向上支援

【導入例】
■ 品質検査の自動化（画像による製品の良否判定）

製造業の品質管理において、ビックデータ（良品、不良品の画
像データ等）を学習することで、画像解析による製品検査を
迅速に行うことが可能

AI活用支援

【AI学習用並列コンピュータの導入】【AI-IoT検証室イメージ】

ネットワーク

装置の構成

AI学習部
（DGX-1）

CPU×2

データ入力部
（フロントエンドサーバ）

GPU×8

データ保存部
（バックアップサーバ）

・県内センサ技術の探索
・IoT活用サービスの事業化
・IoTデバイスシステムの
研究開発等の支援

県内支援
機関等

連携

市場調査
特許等調査

外部リソースの活用

事業化開発センター

機械警告灯データ
取得用拡張ボード

センターIoTキット 貸与

AIによるデータの分析・解析・予測

IT・ICT企業

データの提供

光センサ

検
出
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【概要】
■工場内の各種設備のｴﾈﾙｷﾞｰ使用状況を「見

える化」し､工場全体での低ｴﾈﾙｷﾞｰ化を支援

【導入例】
■ IoTを活用した電力、コンプレッサエア常時監

視システムの高度化

中小企業でも安価に導
入でき、簡易に操作でき
るIoTデータ収集・解析シ
ステムの構築が可能

工場の低エネルギー化支援

照度計測部熱流計測部

燃焼排ガス分析部

電力計測部

装置外観

データ
処理装置

エアリーク検出部

エア漏れ改修、設備・建物断熱、
ボイラー燃焼改善、照明交換、等

改善前

改善後

削減効果
-xxx kWh
-ooo MJ
-¥¥¥¥ 円

工場の省エネ改善の例

【概要】
■ 耐熱高強度樹脂粉末積層３Dプリンタによる

IoTセンサデバイス等の開発支援（医療福祉、
航空機、自動車部品等の分野）

【導入例】
■ ヘッドセットコントローラの開発
IoT技術の現場活用のため、作業を妨げ
ることなく、必要な情報取得ができるヘッド
セットコントローラの活用が期待されている。
それぞれの現場の条件に適した 形状や
装着具を迅速に開発するため、3Dプリ
ンタを有効活用する。

IoTデバイス開発支援

装置外観 造形原理

装置サイズ
1,200×900×1,600

ターボ過給機のインレット
（PPS＋ガラスビーズ）

造形物の例

30



しあわせ信州食品開発センター
機能性食品等開発拠点棟

長野県食品製造業振興ビジョンに基づき、しあわせ信州食品開発センターに「食」と「健康」
ラボ機能を形成。「からだに優しい食品」づくりを支援。支援強化の拠点として、イノベーションル
ームや分析室を備えた「機能性食品等開発拠点棟」を平成31年４月に開設。

機能性食品等開発拠点棟
X線分析顕微鏡 混合乾燥装置
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部屋名 機 能 装 置 ・ 設 備

試作加工室 １

機能性食品素材の乾燥、粉砕、サ
プリメント、乳製品等の試作・加工が
できます。

混合乾燥装置、粉砕機、シンク、
調理台、冷蔵冷凍庫等

試作加工室 ２
錠剤製造機、シンク、調理台、

ガス台、冷蔵冷凍庫等

試作加工室 ３
冷却充填機、シンク、作業台、

冷蔵冷凍庫等

イノベーションルーム１

食品製造業の創業者
等が、センターの支援
を受け、研究・商品開
発拠点としての利用で
きます。

６ヵ月以内

ガス台、流し台、事務机
イノベーションルーム２

（プロジェクト研究開発室）

イノベーションルーム３
（コミュニケーションスペース
兼技術相談室）

５日以内

分析室
試作品、商品等の分析・評価を行い
ます。

X線分析顕微鏡、表面微細構
造観察装置、有機酸分析システ
ム、窒素蛋白定量装置、等

機能性食品等開発拠点棟の機能
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３．企業支援事例紹介
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技術開発研究等での主な協力企業マップ

34

・長野鍛工
・新光電気工業
・鈴木
・中野スタンピング
・アスザック
・前田製作所
・サーモジェン
・ナディック

・栗林製作所
・桜井製作所
・渡辺製作所
・力石化工
・高松製作所
・コトヒラ工業

・サイベックコーポ
レーション
・オオタ
・IHIアグリテック

・太陽工業
・ミスズ工業
・高島産業
・野村ユニソン
・牛越製作所
・小松精機工作所
・中村製作所
・サン工業
・天竜精機

・日進精機
・タカモリ

・マイクロストーン
・吉田工業
・京信
・ナビオ



技師時代［1～10年］(S56～H3)

・担当技術分野：材料強度試験（引張試験、硬さ試験等）、精密測定（三次
元測定、真円度、形状、粗さ測定等）、自動化・省力化

・研究：S57-60「簡易工業用ロボットの開発」 マイコン制御

S62「金型の計測技術向上に関する研究」JKAでCNC三次元導入

S63「金型の熱変形防止に関する研究」 計測技術

H2「非晶質金属箔のV曲げ加工」産総研への長期研修

・・・塑性加工

・人材育成：工業技術大学校講座（簡易自動化）

・企画担当：H3-4 試験場のPRと企業ニーズ調査(50社/年)

35

技術の探究、単独研究、独自調査



研究員時代［11～20年］(H4～H13)

・担当技術分野：CAE構造解析、システム化、自動化・省力化、塑性加工、精
密測定（三次元測定、真円度、

形状、粗さ測定等）、イミュニティ試験

・研究：H4-6「プレス製品自動検査装置の開発」特研、共同研究

H4-7「熱間鍛造用セラミックス型の開発」共同、プロジェクト研究

H10「大腿骨有限要素法モデルの確立と骨強度評価への応用」信大

H11-「超精密プレス加工のための金型技術の開発」受託研究

・人材育成：工業技術大学校講座（長期研修教務担当）

・研究会他：H9製品設計研究会設立、H5-日本塑性加工学会

36

技術の応用展開、共同研究、産官との連携



37

塑性加工におけるＣＡＥ解析とは

線形解析 と 非線形解析

y=ax+b y=f(x)

金型の強度解析
解析誤差＝5～10%

【原因】材料物性（弾性域）と境界条件

プレス加工解析
解析誤差＝10～数十%

【原因】材料物性（塑性域、異方性）
金型と被加工材の摩擦、材料破断のモデル化

ＣＡＥ解析のメリット
・金型強度計算
・加工状態の可視化
・加工トラブル原因の調査と対策

ＣＡＥ解析の課題
・人材不足
・導入コスト
・解析時間がかかる（非線形解析）
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材料物性
摩擦係数（リング圧縮試験）



39

工業技術総合センターのCAEソフトウエア

機械系 解析
構造・伝熱 ANSYS

(Multiphysics Mecanical)  
流体 ANSYS FLUENT      

SCRYU/Tetra
樹脂流動 3DTIMON
衝突・塑性 LS-DYNA
塑性 J-STAMP/NV               
塑性 DEFROM 2D/3D

電気・光学系解析
電界 MW STUDIO
磁界 Maxwell 3D             
光学設計 ZEMAX
電子回路（高周波） ADS
電子回路（等価回路） Iconnect

バイオ
遺伝情報 GENETYX
微生物同定 MicroSeqR

データ処理 Mathematica
39



（特許取得と(社)日本塑性加工学会賞の技術開発賞受賞）

熱間鍛造用セラミック複合金型の開発

40

熱間鍛造加工のCAE解析

開発したセラミック複合金型



開発のきっかけと体制

鍛造加工企業の課題

・・熱間鍛造型の耐久性向上

41

相談

工技センターのシーズ
・・セラミックス、塑性加工の研究

セラミック製造企業の課題
・・強度の向上と

相談

三
者
に
よ
る
共
同
研
究



超精密プレス加工のための金型技術の開発

ICリードフレーム：インナーピッチ128μm

資料提供：新光電気工業（株）ホームページより
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金型部品の強度解析
パンチの座屈強度計算
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金型部品の強度
Punch and Die insert

パンチ強度
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パンチのかき上げRによる影響

砥石径
小 大

砥石径
かき上げR

パンチ

・基本的な要素が座屈強度に与える
影響を検討
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座
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強
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かき上げR0mm

かき上げR37.5mm
固定長

長 短

･二次元の解析モデルでの解析

固
定
位
置
の
変
更

かき上げＲ

(0～37.5)
3

パンチの固定位置と座屈強度の関係
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L:1.5mm
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Straight

パンチの曲げ角度と座屈強度の関係

Bending angle 

曲げパンチ長さ L : 長い

座屈強度 : 高い

金型部品の強度
Punch and Die insert

パンチ強度

三次元の解析モデル
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受託研究
「ニアネットシェイプ鍛造加工技術の高度化」

１．被加工材の破損解析 → 金型形状の最適化
２．金型の破損解析 → 打ち抜き解析による製品の高精度化
３．後加工の少ない鍛造加工技術 → 鍛造工程の検討

企業ニーズ：コスト削減、短納期化、加工メカニズムの解明

内容

自動車用ベアリングの鍛造プロセス

切断 → 据え込み → 後方押し出し → 打ち抜き



主任研究員・企画時代(H14～H20)

・担当技術分野：塑性加工、複合加工、CAE構造解析、システム化、自動化・省
力化、精密測定（三次元測定、真円度、形状、粗さ測定等）イミュニティ試験

・研究：H11-14「高周波振動複合プレス加工による新素材の高速・高精度加工

に関する研究」国補特別研究、４県市との共同研究

H15-16「信州型木製ガードレールの開発」土木、林総センター、企業

H16-17「ＤＮＡ増幅装置の開発に関する研究」共同研究、特許

H17-新連携「小径パイプの内面プレス穴加工技術開発支援」

H18-20サポイン「燃料電池セパレータの開発」提案公募型研究

47

プロジェクト研究、提案公募型研究、産学官連携



高アスペクト比（板厚/ﾘｰﾄﾞ幅）な微細加工を
目的に金型パンチを圧電振動素子で加振させな
がら打ち抜くと加工精度が向上する。

薄板（t=0.125mm）のﾘｰﾄﾞ加工においてﾘｰ
ﾄﾞの捻れは慣用加工に比べ2deg以上向上し
た。加工面も良好。

圧電振動素子

金型パンチ

慣用加工 超音波振動複合加工

加工面のSEM写真
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アスペクト比（板厚／リード幅）
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高周波振動加工

慣用加工

リードの打ち抜きサンプル（リード幅70μm）

高周波振動複合プレス加工
研究事例紹介
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信州型木製ガードレールの開発事業（長野モデル）
《木製ガードレールの車両衝突シミュレーション》

カラマツ等の県産間伐材をつかった「信州型木製
ガードレール」の開発を支援しています。

車両衝突シミュレーションの内容

長野らしい景観の美しい道路と
観光県ながのイメージアップ

シミュレーションのモデル解析装置 シミュレーションの結果（応力図）

木製ガードレールの強度設計のために、ガードレー
ルと２５トンのトラックの衝突をシミュレーションしま
す。

従来のガードレール
との衝突例

動的陽解法を用いた
有限要素モデル（25ｔトラック）

衝突後60msec後

衝突後270msec後
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http://feainformation.com/cgi-bin/tracker.cgi?l=LSTC
http://feainformation.com/cgi-bin/tracker.cgi?l=LSTC


信州型木製ガードレール開発事業(H15-16)

地球温暖化防止や自然の持つ循環の仕組みを基調とし
た持続的に発展可能な社会を目指すため、長野県産
間伐材を活用した「信州型木製ガードレール」を県
内の民間企業等と共同開発を行う事業

ガードレールに長野県の
間伐材を

長野県の森林・自然を守る

地球温暖化対策・災害防止

県内企業と共同開発

開発力の向上・
新規分野へのTRY

新たな雇用創出

開発プロジェクトメンバー

企業・機関名 開発・支援内容

民間企業

（５社・団体）

木製ガードレールの

設計・開発

土木部 プロジェクトリーダ

プロジェクトマネージャ

農政部・警察本部
林務部・商工部

プロジェクトメンバー

林業総合センター 材料試験

工業試験場 車両衝突シミュレーション
長野らしい景観の美しい道路と

観光県ながのイメージアップ
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防護柵衝突解析におけるポイント
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土中埋め込み型支柱の強度

２５トントラックのモデリング ビーム（横梁）・継ぎ手の強度

木製防護柵の評価方法



DNA増幅装置の開発（16-17）

新連携「小径パイプの内面プレス穴加工
技術開発支援」(H17)

52

特
許



技術部長時代(H21-26)

 サポイン①高出力燃料電池セパレータ（H21-23）

 サポイン②航空機エンジン等難加工材大径薄肉部品の無人化加
工技術

 統合化CAEシステムの導入（H21-）

 知的クラスタ事業のサブリーダー（H22-23）

 JST：冷間・温間・熱間複合順送プレス加工技術の開発（H22）

 サポインA：温間順送複合プレスによる難加工材の高効率生産
技術開発（H24-26）

 サポインB：超音波プレス加工を用いた医療機器の実用化
（H24-26）

 サポインC：電気自動車向けIGBT用高性能ヒートシンク成形用
金型の開発（H24-26）
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予算の獲得と事業の効率的な推進そして人とのつながり



所長・部門長時代(H27-30)

 しあわせ信州食品開発センター（H27-）

 長野県航空機産業振興ビジョン（H28策定）

 航空機産業サテライト（飯田駐在）（H29-）

 長野県総合５か年計画～しあわせ信州創造プラン2.0
～ 長野県ものづくり産業振興戦略プラン
（H30.3策定）

 IoTデバイス事業化関係事業 (H30～)

 機能性食品等開発拠点整備事業 (H30～)
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プランの推進、技術伝承・人材育成と全国公設試との連携



４．さかきテクノセンターの
トピックス

① 精密測定機器の校正事業の充実

精密測定室空調設備の更新と高精度化

② 連携コーディネータの就任

金沢工業大学との連携窓口ほか

③ 金属３Ｄプリンタ研究会の活動

④ 技術相談総合窓口の充実
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①．試験・計測機器

1 三次元測定機 ㈱東京精密 FUSION NEX 9/6/6 2014.6 2018/6/15

2 真円度測定機 ㈱東京精密 RONDCOM NEX DX-11 2016.5 2019/1/24

3 表面粗さ測定機 ㈱東京精密 ｻｰﾌｺﾑ 1400D-13 2009.2 2019/1/15

4 微小硬さ測定機(ﾋﾞｯｶｰｽ硬さ試験機) ㈱ミツトヨ HM-221 2009.2 2018/11/29

5 ロックウェル硬さ試験機 ㈱ミツトヨ㈱アカシ ATK-F3000 1995.11 2018/11/29

6 精密万能試験機 ㈱島津製作所 ｵｰﾄｸﾞﾗﾌ AG-100KNG 1997.1 2018/12/10.11

7 輪郭形状測定機 ㈱ミツトヨ ｺﾝﾄﾚｰｻ CV-524 1998.3 2019/2/8

8 恒温恒湿機 エスペック㈱ PR-1KP 1999.1

9 小型環境試験機(恒温恒湿機小) ヤマト科学㈱ IW241A 1999.1

10 蛍光Ｘ線分析装置 ㈱島津製作所 EDX-720 2009.1 2016/10

11 多点温度計 日置電機㈱ ８４２２１－５０ 2009.2

12 クランプ電力計 日置電機㈱ ﾊｲﾃｽﾀ3169 2009.2

13 デジタルマイクロスコープ キーエンス VHX-６０００ 2018.4

14 測定工具の(定期)検査機器

　オプチカルパラレル ㈱ミツトヨ OP-25 2018.8 2018/7/28

　オプチカルパラレル ㈱ミツトヨ OP-50 2018.8 2018/8/24

　ゲージブロック ㈱ミツトヨ BM3-10MSC-1/JC 2018.8 2018/8/9

　セラキャリパチェッカ ㈱ミツトヨ CC-300C 2018.8 2018/8/29

　キャリブレーションテスタ ㈱ミツトヨ UDT-2 2018.8 2018/8/6

　キャリブレーションテスタ ㈱ミツトヨ UDT-103 2018.8 2018/8/7

15 3Dプリンタ Stratasys FORTUS 360mc-s 2014.2

№ 機器名称 製造会社 型式 購入年月 校正履歴
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②．連携コーディネータの就任

金沢工業大学との連携窓口

57

産総研との連携窓口



③．金属３Ⅾプリンター研究会

58

造形

脱脂

焼結



④．技術相談総合窓口

 工技センターの窓口

技術相談、依頼試験、研究開発他

 国、県等の提案公募事業支援

 長野県収入証紙の販売窓口

（依頼試験費用）

【テクノハート坂城協同組合】
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60

(1) 解析内容により最適なＣＡＥ解析ツールを選択する。
(2) 解析ツールは万能ではないので、結果には大小異なる

が誤差がある。
(3) 誤差はあるが傾向は正しい。
(4) 解析結果と実験結果の検証を行い、解析へフード

バックする。
(5) 解析にあった材料物性、境界条件（摩擦係数、拘束

条件）を取得する。
(6) 解析結果の妥当性が判断できる技術者が使うもの。
(7) 解析の仲間を作り、情報共有を行う。

etc

まとめ-１
（CAE解析を有効に活用するには）



まとめ-２ （今後の重点取組）

 基盤技術、強みの強化 ⇒ 技術開発

先進技術習得

 技術は人なり ⇒ 人材育成

内部人材の育成、外部人材の登用

 産学官金連携と活用

 成長し続けることが必要

１年先、３年先、５年先のテーマ

 産業支援機関、特に公設試を活用
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製造業のスマイルカーブへの取組

62

① 生産性の向上、技術開発、自動化、IoT/AI活用、人材育成
省エネ、リサイクル、etc

補足



63

なぜ、企業にとって技術開発が必要か

企業を成長させるため（将来儲ける、社員の幸せ）

社会的な企業イメージアップ（報道発表、PR）

社員のモチベーションUP

人(社員)を育てるため
研究会、学会、協会への参加

顧客に対する会社イメージの向上 ｅｔｃ

補足



ご静聴 ありがとうござました。
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